
  

 

 

 

 

 

 
 

幸せを感じる学校づくりを目指して 
校長 大 熊 龍 也 

大変な暑さの中，学校では，６年生の修学旅行，５年生のふれあい合宿（宿泊学習）が終了しました。保護者の

皆様には出発までの諸準備をしていただき，ありがとうございました。当日までの準備を生かし，充実した時を過

ごした子どもたちは，とても明るくすがすがしい表情で，すでに次の目標に向かっています。学校をリードする高

学年の成長の跡が垣間見える中，いよいよ，令和５年度も後半に突入です。 

□ウエルビーイングとは 

年度当初に示した「令和５年度 登別市立若草小学校 グランドデザイン」において，目指す学校像として「ウ

エルビーイングな学校」を掲げました。ウエルビーイングとは，体と心と社会の良好な状態を表すことばで，体だ

けではなく，心も健康な状態で幸せを感じることとそうした状態が保たれる社会であること，それがウエルビーイ

ングな状況ということになります。 

慶應義塾大学教授の前野 隆司氏がアンケートをもとに調査したところ，幸福を感じる人について，次の４つの

因子（要素）を明らかにしたそうです。 

〇「やってみよう」因子・・・自己実現と成長～やりがい，主体性 

〇「ありがとう」因子・・・つながりと感謝～感謝，親切 

〇「なんとかなる」因子・・・前向きと楽観 ～ポジティヴ，自己受容 

〇「ありのままに」因子・・・自分らしさ  ～個性 

幸せを感じている人には，この4つを満たしている人が多いのだそうです。 

（参考：ウエルビーイングをいかに教育に生かすべきか 【教室の窓（東京書籍）】） 

□「ウエルビーイングな学校」を目指して 

逆も真なりと仮定するならば，上記の４つの因子を育むことができれば，子どもたちは幸せを感じることができ

るようになるといえるのではないでしょうか。 

学校では，例えば次のような取組を行っています。 

◇「やってみよう」と思えるような，興味・関心をもてる学習内容の工夫 

◇「ありがとう」と感謝し合えるような，日常活動の工夫 

◇「なんとかなる」と感じられるような課題や困難を乗り越える経験の場の工夫 

◇「ありのままに」学級や学年内に認められる存在であることを感じられる工夫 

子どもが 4 つの因子をもてるようになり，幸せを感じることができたとして，それが表れるのが，一日の学校生

活で「満足の下校」ができたと感じた姿です。そこで，我々教職員は，「『満足の下校』で『期待の登校』につなげ

る」日々を目指しているのです。 

とはいえ，全てが順調に進むわけではありません。日々，いろいろな課題が生まれ，そこに対峙するために困難

もあります。それでも，上記の4つを大切にし，次は「なんとかなる」と感じ，「やってみよう」と挑戦していると

ころです。 

いつもお伝えすることですが，本校では「共育」の姿勢を大切にしたいと考えています。ですから，子どもたち

の幸せのために，保護者の方や地域の皆様と共に子どもと向き合っていきたいと常々思っています。この後，１０

月には個人懇談を予定しています。お忙しい中時間をさいていただき「ありがとう」ございます。限られた時間で

はありますが，子どもの幸せの実現という目指すところを共有し，互いに「ありのままに（ざっくばらんに）」話が

できる時間にさせていただいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

前述の「グランドデザイン」の目指すウエルビーイングな学校像について，それぞれの立場からの視点で次のよ

うなキーワードを挙げています。 

□子どものわくわく：成長の実感   □保護者のわくわく：安心感 

□地域のわくわく：連帯感     □教師のわくわく ：充実感 

それぞれが幸せを感じる学校を目指したいものです。 
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登別市立若草小学校だより 

学校教育目標 
○たくましい子（徳） 
○考える子  （知） 
○健康な子  （体） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（月） 全校朝会 ３～６年６時間授業 

      前期通知表配付 ＡＬＴ 

      ２年食育学習（明治） 

３日（火） フッ化物洗口 

      3年温泉入浴体験（3年弁当日） 

４日（水） ５年食育学習（幌別小 栄養教諭来校） 

      町会下校指導（１・２年） 

      １・６年学年交流 

５日（木） 令和６年度入学児童就学時健診 

      ＡＬＴ 

６日（金） A日課５時間授業 個人懇談① 

９日（月） スポーツの日（祝日） 

１０日（火） フッ化物洗口 

A日課5時間授業 個人懇談② 

１１日（水） A日課5時間授業 個人懇談③ 

       ３・４年ＮＴＴ携帯スマホ安全教室 

１２日（木） A日課5時間授業 個人懇談④ 

ＡＬＴ スクールカウンセラー来校日 

１３日（金） A日課5時間授業 個人懇談⑤ 

       ６年食育学習（メグミルク） 

       登別市ＰＴＡ連合会研究大会（18:30～） 

１４日（土） 胆振西部ＰＴＡ連合会研究大会（室蘭市） 

１６日（月） クラブ ＡＬＴ インターンシップ① 

１７日（火） フッ化物洗口 6年芸術文化鑑賞  

       インターンシップ② 

１８日（水） A日課５時間授業 個人懇談⑥ 

６年ケータイスマホ安全教室 

       ２・４年学年交流 

１９日（木） A日課5時間授業 個人懇談⑦ 

ＡＬＴ PＴＡ役員会 

２０日（金） Ｂ日課４時間授業（給食なし午前授業） 

       令和６年度就学児簡易検査 

２３日（月） 児童会活動 ＡＬＴ 

２４日（火） フッ化物洗口 ５年見学学習（5年弁当日） 

２５日（水） ６年鷲別中体験入学 

              町会下校指導（1・2年） 

２６日（木） 不審者対応訓練 ＡＬＴ 

２７日（金） 鬼っ子算数教室 

２８日（土） 土曜授業（4時間授業） ふれあいＤＡＹ 

３０日（月） クラブ ＡＬＴ 

３１日（火） フッ化物洗口 

※新型コロナウイルス感染症、インフルエンザの感染状況 

などにより、急きょ、予定を変更する場合があります。 

思い出に残る「修学旅行」 
 9月５・６日の 2日間、6年 

生の修学旅行を実施しまし 

た。 

 心配された天気も持ち直し、 

子どもたちは自主研修や函館 

山からの夜景を見るなど、これ 

まで自分たちがたてた計画をも 

とに学習を進めました。 

 小学校生活のよい思い出と 

なりました。 

自然を満喫した合宿 
 ９月１２・１３日の２日間、５年生は「ふれあい合宿」を実

施しました。 

 今年度から、施設に宿泊することを再開し、友達と寝

食を共にしながら自然の中で学習をし、交流を深めてい

きました。当日は、雷が鳴る 

天気のため、急なプログラ 

ムの変更がありましたが子 

どもたちは、楽しい時間を過 

ごしました。 

じゃがいもを収穫しました 
 ５月に１・２年生が、地域のボ 

ランティアの方と一緒に植えた 

「じゃがいも」を収穫しました。 

 子どもたちは、土からじゃがい 

もを見つけるたびに歓声を上げ 

ていました。 

 昨年よりも収穫量が多いじゃが 

いもを見て子どもたちは、驚きの 

声をあげていました。 

登別市PTA連合会研修大会（ご案内） 
 令和５年１０月１３日（金）午後６時より、登別市市

民会館をで、「登別市ＰＴＡ連合会研究大会兼子育て研

修会教育講演会」を開催いたします。 

 今回は、ＴＶや舞台で活躍中の大泉洋氏や安田顕氏ら

が所属する芸能プロダクション「クリエイティブオフィ

スキュー」の伊藤亜由美社長を講師に招き、ご講演いた

だきます。多くの保護者の方のご参加をお待ちしており

ます。 

学習発表会のご案内 
 今年度の「学習発表会」を次のとおり実施いたし

ます。保護者公開の際は、多くの保護者の皆様の観

覧をお待ちしております。なお、詳細内容は、今後

学校から配られる文書をご確認ください。 

【若草小学校 学習発表会】 

〇日 時：令和５年１１月１８日（土）９:００より 

〇場 所：若草小学校体育館 

【お知らせ】 
 ２学期より、 石井 香奈（いしい かな）さんが、本校

の支援員として勤務することになりました。主に、あおぞら

学級やすみれ学級の子どもたちと一緒に学習することが

中心となります。どうぞよろしくお願いいたします。 


